
日本建築学会・東海支部・構造委員会主催 講演会 

「城郭建築の構造と復元について」 

 

プログラム 

 

主催： 日本建築学会（ＡＩＪ）・東海支部・構造委員会 

後援： 名城大学・ＮＤＲＲ 

日時： 2016年 7月 16日(土) 13:00～16:00 (予定) 

会場： 名城大学天白キャンパス 共通講義棟南Ｓ－１０１教室 

主旨： 

 名古屋城天守閣の木造復元が話題となっている。同時に耐震性能・耐火性能の確保は必須の課題であ

る。本講演会では技術的な観点から、木造天守閣の構造について知見を得、情報交換を行うことを目的

とする。本講演会は日本建築学会(AIJ)・東海支部・構造委員会が主催し、名古屋城を始めとして木造復

元がなされた大洲城（愛媛県）、検討中の小田原城（神奈川県）について専門家の先生によるご講演を頂

きます。愛知県内の吉田城の城郭建築や最近発見された岡崎城の石垣についての話題提供も行います。 

 

 ・趣旨説明  武藤 厚 （ＡＩＪ東海支部・構造委員長）  13:00～ 
 
 ・吉田城の復元について       13:10～ 
   加藤 紘三 （吉田城復元築城をめざす会・理事） 
 
 
 ・岡崎城跡菅生川端石垣の発掘調査について     13:40～ 
   山口 遥介 （岡崎市教育委員会） 
 
         （休憩 14:00～） 
 
 ・木造天守閣の構造と復元について      14:10～ 

片岡 靖夫 （中部大学名誉教授） 
 
 ・質疑応答         15:40～ 
 
 

     （敬称略） 
 
司会・記録； 大塚 貴弘（名城大学） 
申込方法； 件名に「ＡＩＪ城郭建築セミナー」とし、氏名（所属）を下記へメール（６月末まで） 
申込・問合； 名城大学・武藤研究室 担当：佐治（amlab21@gmail.com） 
要予約（定員次第〆切）、参加費無料 
 

mailto:amlab21@gmail.com

